
〒

立木神社

141

草津宿
本陣

えふえむ
草津

草津川跡地公園de愛ひろば

▲ ▲

銀行

地蔵堂

交番

地蔵堂

卍

甲賀市役所
信楽支所

de愛ひろば
西口駐車場

草津市立草津中学校

草津
市役所至江田

P

P

P

至陶
芸
の
森 草津宿

街道交流館FUJIKI

南に右折
山王小路

マンホール

川をきれいに
しよう看板

小川顕三
陶房

山兼
製陶所

谷寛窯

卯
山
窯

円融寺の角を曲がって
川沿いに進む

草津宿
江戸口見附
横町道標

カトリック
草津教会

浄教寺

明山窯

太田酒造
道灌蔵

込田公園

立木神社前
窯場坂

ひいろ壺坂

Ogama

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陶美通り

信楽
駅口

草津一丁目南

円融寺琵
琶
湖
線

東海道

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

草津
追分道標

東
海
道

東
海
道

　至
JR草津駅

安土
駅

西の湖

琵琶
湖線

大津能登川長浜線

梅の川

浄厳院

沙沙貴神社

安土城跡

旧伊庭家
住宅

安土城天主信長の館
文芸セミナリヨ

文芸の郷レストラン

滋賀県立安土城考古博物館

511

201

2

198

常浜水辺公園

常楽寺

下豊浦北

199

織田信長公像織田信長公像

安土城天主信長の館
文芸セミナリヨ

文芸の郷レストラン

滋賀県立安土城考古博物館

常浜水辺公園

▲

▲

▲

▲

▲

▲

北川湧水

加賀団地口

❶

スタート
ゴール

467

長浜城歴史博物館 長浜鉄道スクエア

慶
雲
館

ヤンマー
ミュージアム

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

Ｊ
Ｒ
湖
西
線

黒
壁

ガ
ラ
ス
館

10

13
15

7

8

9

卍

卍

10

11

卍

12

13

卍
15

16

17

Ｊ
Ｒ
長
浜
駅

舟板
べい

妙法寺

長濱八幡宮長濱八幡宮

舎那院

生源寺
卍律院 坂本観光

案内所

曳山博物館

公人屋敷
（旧岡本邸）

今重屋敷能舞館今重屋敷能舞館
黒
壁

ガ
ラ
ス
館

黒
壁

ガ
ラ
ス
館

秀吉と三成出逢いの像

豊国神社

秀吉と三成出逢いの像秀吉と三成出逢いの像

長浜北星高長浜北星高

北
国
街
道

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

黒壁スクエア
長浜市役所

太閤井戸

長浜港 至田村

至虎姫

豊公園

三の宮
古墳

長
濱
浪
漫

ビ
ー
ル ヤンマー

長浜北星高

西中
海洋堂フィギュアミュージアム黒壁海洋堂フィギュアミュージアム黒壁

14

卍

比叡山中学・高校

京
阪
電
車
石
山
坂
本
線

坂
本
比
叡
山
口
駅

坂本
ケー
ブル

1

日吉大社

慈眼堂

滋賀院
門跡

至
おごと
温泉

至唐崎

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

日吉東照宮

3
2

Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅

若き日の
寂澄

生源寺の
破れ鐘

5

89

旧竹林院

芙
蓉
園
別
館

ケー
ブル

坂本
駅
11

12

権現
馬場

御殿
馬場

14

16

造
り
道

17 18

▲
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坂
本
は
、比
叡
山
延
暦
寺︵
創
建
7
8
8
年
︶

の
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
日
吉

大
社
参
道
の
両
側
に
は
修
行
を
終
え
た
老
僧

の
住
む
里
坊
が
並
び
、
街
路
は
穴
太
積
み
と

呼
ば
れ
る
石
垣
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
湖
岸
側

に
は
光
秀
が
築
い
た
坂
本
城
︵
現
城
址
公
園
︶、

日
吉
大
社
か
ら
北
へ
向
か
う
と
一
族
の
墓
所
で

あ
る
西
教
寺
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
J
R

比
叡
山
坂
本
駅
か
ら
始
ま
る
歴
史
と
石
畳
の
街

並
み
散
策
を
ご
紹
介
。
さ
ら
に
、
少
し
足
を
延

ば
し
て
明
智
光
秀
の
足
跡
を
た
ど
る
西
教
寺
と

坂
本
城
址
公
園
を
ご
案
内
し
ま
す
。

J
R
比
叡
山
坂
本
駅
北
側

「
生
源
寺
の
破
れ
鐘
」　
　
　
　

　
駅
を
出
る
と
北

側
に
鐘
楼
が
見
え

て
き
ま
す
。
織
田

信
長
に
よ
る
比
叡

山
の
焼
き
討
ち
を

知
ら
せ
る
た
め
、

釣
鐘
を
打
ち
鳴
ら

し
続
け
た
と
こ

ろ
、
ひ
び
割
れ
た

と
さ
れ
る
「
破
れ

鐘
」
で
す
。
も
と
も
と
は
最
澄
が
誕
生
し
た

と
さ
れ
る
生
源
寺
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
坂
本
石
積
み
の
郷
公
園
に
移
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

延
暦
寺
を
支
え
た
公
人
の
暮
ら
し

を
知
る「
公
人
屋
敷︵
旧
岡
本
邸
︶」

　
江
戸
時
代
、
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
妻
帯
と
名

字
帯
刀
を
認
め
ら
れ
た
公
人
︵
く
に
ん
︶。
治

安
維
持
を
は
じ
め
、
物
資
の
供
給
や
人
足
の
手

Stylingyyy innnnngggngnggggggSSSSSSSStttttttyyyyyyyyyyttyttyty illiniStylingVol.6tttSSSSSSSSSStSttttttttttttStttSt
●● llltyyyyyllllllllllllllllliliylylylllylylylililiiilit●
●●●●●イキイキ

み ん
な で シェア するみ ん
な で シェア する

大津市大津市
比叡山
坂本
界隈

距離：3.1km
所要時間：約58分
歩数：3900歩
消費カロリー：140kcal
おにぎり0.9個分

ウォーキングの目安

神
仏
習
合
の
聖
地
、そ
し
て
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
町

歴
史
香
る
石
積
み
の
門
前
町
と

西
教
寺
、坂
本
城
址
公
園

生源寺の破れ鐘（坂本石積みの郷公園）

至西教寺

至
坂本城址
公園

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！
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羽
柴
秀
吉
の
攻
撃
で
落
城
。
城
内
と
さ

れ
る
場
所
に
は
光
秀
を
供
養
す
る
明
智

塚
が
あ
り
、
湖
中
に
は
石
垣
の
一
部
が

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
湖
岸
に

作
ら
れ
た
公
園
に
は
明
智
光
秀
像
と
と

も
に
歌
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
と
城
址
公
園
の
間
に
は

明
智
塚
と
坂
本
城
址
の
石
碑
も

　
城
址
公
園
か
ら
県
道
5
8
8
号
を

北
へ
歩
く
と
、
民
家
街
の
中
︵
本
丸
跡

周
辺
︶
に
明
智
塚
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
触
る
と
祟
ら
れ
る
」
と

の
言
い
伝
え
が
あ
り
発
掘
調
査
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
塚
に
は
、
亡
く
な
っ

た
将
兵
と
と
も
に
光
秀
の
愛
刀
が
収
め

ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
城
址
公
園
北
側
の
堀
に
沿
っ
て

上
流
へ
向
か
う
と
、
坂
本
城
址
の
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

高
い
格
式
を
香
ら
せ
る

皇
族
ゆ
か
り
の「
滋
賀
院
門
跡
」

　
江
戸
時
代
の
は
じ

め
、
も
と
も
と
京
都

の
北
白
川
に
あ
っ
た

法
勝
寺
を
現
在
地
に

移
築
。
の
ち
に
後
水

尾
上
皇
か
ら
滋
賀
院

の
号
を
賜
わ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
末
期

ま
で
は
天
台
座
主
を

務
め
た
歴
代
の
皇
族
の
居
所
で
し
た
。
滋
賀

院
門
跡
と
呼
ば
れ
、
ひ
と
き
わ
背
の
高
い
石

垣
と
白
壁
に
囲
ま
れ
た
外
構
え
は
、
格
式
の

高
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う
で
す
。

歴
史
に
名
を
残
す

偉
人
た
ち
の
墓
所「
慈
眼
堂
」

　
信
長
の
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
延
暦
寺
の

再
興
に
尽
力
し
た
天
海
大
僧
正
の
廟
所
。

境
内
に
は
、
江
戸
時
代
以
降
の
歴
代
天
台

座
主
の
墓
が
あ
り
、
徳
川
家
康
や
紫
式
部

の
供
養
塔
も
あ
り
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
商
家
が

軒
を
連
ね
る「
造
り
道
」

　
有
名
な
蕎
麦
屋
を
は
じ
め
、
昔
な
が
ら

の
お
店
や
住
宅
が
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の

辺
り
に
あ
っ
た
南
大

寺
が
火
事
で
焼
失
、

そ
の
後
に
つ
く
ら
れ

た
道
で
あ
る
こ
と
が

名
前
の
由
来
だ
そ
う

で
す
。

配
な
ど
を
行
い
、
延
暦
寺
を
陰
で
支
え
て
き

ま
し
た
。
彼
ら
の
住
ま
い
で
旧
状
を
と
ど
め

て
い
る
の
が
公
人
屋
敷
︵
旧
岡
本
邸
︶
で
す
。

当
時
の
公
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

最
澄
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る

「
生
源
寺
」

　
山
門
の
か
た
わ

ら
に
「
開
山
伝
教

大
師
御
生
誕
地
」

の
碑
。
門
を
く
ぐ

る
と
右
手
に
古
井

戸
が
あ
り
、
最
澄

︵
7
6
7
~
8
2
2

年
︶の
産
湯
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
澄
が
開
山
し
た
の
は
奈
良
時
代
後
期
。

延
暦
寺
の
中
で
も
特
別
な
霊
地
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

神
仏
習
合
の
聖
地「
日
吉
大
社
」

　
延
暦
寺
は
中
世
の
こ
ろ
、
日
本
国
中
に
膨

大
な
末
寺
と
荘
園
を
抱
え
、
権
勢
を
誇
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
守
護
神
で
あ
る
日
吉
大
社

も
全
国
に
勧
請
さ
れ
、
現
在
も
全
国
お
よ
そ

３
８
０
０
と
い
わ

れ
る
「
山
王
さ
ん
」

の
総
本
宮
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
風
格
を

今
も
脈
々
と
伝
え

て
お
り
、
神
仏
一

体
だ
っ
た
時
代
を

そ
の
歴
史
に
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

山門から望む生源寺

日吉大社参道から造り道を望む 高い石垣が格式を示す 

西教寺 明智光秀一族の墓 

明智光秀像坂本城址の石碑

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
寺

「
西
教
寺
」

●
日
吉
大
社
前
か
ら
往
復
で
＋
2.2
㎞
 

　
創
建
は
聖
徳

太
子
、
境
内
に

は
幽
玄
さ
と
静

寂
さ
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
織

田
信
長
に
よ
る

延
暦
寺
焼
き
討

ち
で
焼
失
し
た

後
、
明
智
光
秀

が
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
か
ら
、

境
内
に
は
光
秀
一
族
の
墓
も
遺
さ
れ
て

い
ま
す
。

光
秀
の
想
い
を
た
ど
る

「
坂
本
城
址
公
園
」

●
比
叡
山
坂
本
駅
か
ら
往
復
で
＋
3.4
㎞
 

　
坂
本
城
は
明
智
光
秀
が
湖
岸
に
築
城

し
ま
し
た
が
、
本
能
寺
の
変
の
の
ち
、

日吉大社への参道と鳥居 
も
全
国
に
勧
請
さ
れ
、
現
在
も
全
国
お
よ
そ
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ポイント！！
ここバエ

ポイント！！

ここバエ

ポイント！！
ここバエ

ポイント！！
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